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１.精神障害者の医療および保護を行い自立のために、社会復帰
および社会的経済活動への支援をします。 
 
2.その障害の予防に取り組み、市民の精神保健の向上を目指

し、地域に根ざした病院を目指します。 

理 念 

患者さんの権利  
 私達は、患者さんの以下の権利を遵守して日々の医療を行い 

ます。 

１.安全で適切な医療を公平・平等に受ける権利 

2.個人として人格を尊重される権利 

3.治療、病状、検査などについて、十分な説明を受ける権利 

4.十分な説明や情報提供のもと、どのような医療を受けるかを選

択する権利 

5.個人情報やプライバシーが守られる権利 

6.セカンドオピニオンを受ける権利 

7.精神保健福祉法を遵守した医療を受ける権利 
 

患者さんの責務  

１.最善で適切な医療を受けるために、病状経過や過去の治療 

 歴・アレルギー歴などの情報を提供する必要があります。 
  

2.治療効果をあげるために、医療関係者と共同して治療に取り 

 組む必要があります。 

3.円滑な医療サービス体制を確保するために、病院や社会生 

 活上のルールやマナーを遵守する必要があります。 

患者さんの権利と責務について 
適切な精神科医療・保健・福祉を目指し  

次の二つの柱を基礎に据えます 

基本方針 理念を実現するために５つの基本方針を定めます 

１.私たちは、人権を尊重し、信頼と満足感を持っていただけるよう    
に努めます。 
 
２.私たちは、あいての身になって受容的態度をもって接するように努
めます。 
 
３.私たちは、自己研鑽に努め、情報を共有し、連携・協力し合う
チーム医療を目指します。 
 
４.私たちは、常に新しい医療・保健・福祉システムを提供できるように
努めます。 
 
５.私たちは、地域における自らの役割を認識し、地域に貢献します。 

  気がつけば夏の暑さも一段落し、季節の変わり目を肌で感じられるようになりました。皆さん、体調崩され

ていませんか？私事となりますが、先日、約一週間の入院を経験することとなりました。入院中、これといって

する事もなく、ベッドでＴＶを眺めたり、読書をしたりと、私にとってはまさに「退屈」と感じられる時間でした。   

また、“入院すると体力が落ちる”とよく言われますが、私も例外なくそれを痛感したことは言うまでもありませ

ん。ほんの僅かな期間でしたが、普段と違う立場に立ってみて、改めて入院作業療法を行う事の意味につい

て考える良い機会となったと感じています。いつもと少し環境を変えてみることで違った視点で物事を捉えら

れ、新鮮な体験と出会えるのかもしれません。さて、当院の作業療法では創作や疾患別のグループなど様々なプログラムを展開

しておりますが、中でも体力維持・気分転換等の観点から多様な運動系プログラムを用意するようにしています。当院でも入院

患者さんの高齢化が進んでいる現状があり、“転倒予防”を意識した椅子で行える体操を週に５回取り入れておりますが、マンネ

リを防ぐために曜日ごとで内容を変えるなどしており、幅広い層の方に参加いただいております。 

上記はほんの一例ですが、私たちは入院または外来通院されている方々が安全で安心できる環境の中で、少しでも新鮮  

な体験をしていただけるような作業療法を目指しています。出来る限り多くの方々のニーズに沿ったプログラムを企画していきた

いと考えておりますので、ご要望やご意見がありましたら是非皆さんの“生の声”をお寄せ下さい。今後ともよろしくお願い致します。 

作業療法科 科長   

小倉 裕俊 

広報委員  
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編集後記…    
 

広報誌37号いかがでしたでしょうか？ 
 

制作担当をして13号目の発行となりました。   
当院の広報誌に登場するイラストの多くは広報委員 
のSさんによる作品です。毎回記事に合わせてとても
かわいらしいイラストを描いてくれてます。   
私は絵心がないのでいつも感心しつつ、作品と記事

をうまくコラボレーションできるようレイアウトを考え、親しみやす
い広報誌になるよう毎回試行錯誤しています。まだまだ至らない点も
ありますが、これからも平松記念病院を身近に感じていただけるよう
な情報を発信していきたいと思います!!      （広報委員 T） 

新鮮な体験 

 8月22日（日）、石狩市スポーツ広場で第7回札幌市精神
科病院対抗ソフトボール大会が行われました。昨年準優勝の
当院は昨年の優勝チームを1回戦で破り、順調に勝ち進み 
決勝戦では、最終回にて4点差でサヨナラゲームを勝ち取り
優勝することができました。 
 来年は連覇を目指していきます!!  



 7月29日、当院の一大イベントである「夏祭り」が開催されました。雨の予報もあり運営
スタッフは当日までヒヤヒヤしていましたが、お祭りの最中は天候に恵まれ予定通り進める
事が出来ました。今年の見どころは消防隊員による講話で、お祭りに参加された方は消防車
の内部を眺めたり、隊員の方に質問したりと各々楽しまれている様子でした。            
                                  （文責：島津） 

アサーションとは？？ 
自分の考えや気持ちを自分と相手の気持ちを大切にしながら、その場にあった方法で適切に相手に伝える方法です。

自分の想いを大切にしながら、相手も同じように発言する事。 

意見を出し合い、譲ったり、譲られたりしながら双方が歩み寄るそんなコミュニケーションです。 

出張☆
出前講

座 

･･･この汚れ 

･･･ううん何でもない 

非攻撃的パターン   攻撃的パターン   

よくもこんなに汚してくれたね！ 

もう二度と貸してあげないからね！ 

皆さんはどちらの対応が良いと思いますか？ 

実は攻撃的な対応が人間関係を壊す原因となることはもちろん、自分を抑えるだけでは自分の意思が伝わりません

アサーティブな言い方に変えると・・・ 

自分と相手の気持ちを大切にしながら伝えられていますね。 

そうすれば、Ａさんも「もしかして自分が汚してたらごめんね」と考えてくれるようになりますね。 

前はこんな汚れなかったと思うんだけど…

どうだったか覚えてる？ 

とても大切にしていた本だから、 

いつ汚れたのか気になって。    

Ｉ（アイ）メッセージ…アサーションの技法でＩ（アイ）メッセージというものがあります 

アサーションの実践 
 

Ａさんが、Ｂさんに借りていた本を返すために持ってきました。しかし、その本の一部が汚れていました。 

そこでＢさんは… 

自分はどうなのかということを 

  「自分を主体」に伝える事ができます 

私は…と思う                   

私は…だと感じる（悲しい・不安） 

 例として、Ａさんが随分遅くに帰宅しました。 

お父さんから「こんな時間まで何してたんだ！」と言われました。 

このお父さんは、夜遅くまで連絡がなかったこと、心配したことを伝えたいようですが、   

この言い方では「お前が悪い」という非難のメッセージとして相手に届いてしまいます。 

そして、Ａさんからは「うるさい！」といった答えが返ってくるかもしれません。 

これでは、良いコミュニケーションがとれません。 

では、お父さんの立場に立って「私」を主語にして考えてみましょう・・・・ 

 「連絡もないし、（私は）ずっと心配だったよ。」 だいぶ柔らかくなりました。 

こうすれば、Ａさんも素直に「ごめんなさい」と遅くなった理由を話すことができますね。 

どうでしょう？主語を私に換えるだけで、とても爽やかな表現になりました。 

みなさんも普段の会話の中で少しだけ「Ｉメッセージ」を意識してみてください。 

作業療
法科編

 

 厚労省によると、平成26年度の障がい者雇用の状況とし

て、雇用障がい者数・実雇用率ともに過去最高を更新してお

り、これは平成23年度から連続しての更新となっておりま

す。また平成28年度からは精神保健福祉手帳を持つ精神障が

い者の雇用も義務化されることとなり、今後も雇用における

障がい者支援が進むことが予測されます。 

 このような背景の中、当院でも『働きたい』と希望される

利用者の方のニーズに応えるため、昨年よりデイケアにてプ

ログラムと個別支援を組み込んだ「就労支援」を実施しております。近年、就労をサポートする機関も増えていることか

ら、場合によってはそれらの機関に紹介を行うなど連携も行っております。昨年は、「就労支援」を継続されていた利用

者６名のうち、一般就労１名、就労継続支援事業Ａ型２名、就労継続支援事業Ｂ型２名と５名の方が就労へ移行されまし

た。一般就労につきましては「北海道障がい者職業センター」と連携を行い、企業にて３ヶ月の「トライアル雇用」実施

後、無事に延長契約となりました。この方は就労支援開始後、デイケアにてパソコントレーニング、認知行動療法、就労

関連施設の見学等のプログラム参加を通じ能力や知識の向上に励み、その後「北海道障がい者職業センター」での就労訓

練を行った後、上記の結果となりました。しかし、就労は「ゴール」ではなく新たな「スタート」です。「就労支援」は

就労後も携わっている関連機関と協力しながら継続してサポートしていくことで、より効果的な支援となるのではないか

と考えております。 

今後も『働きたい』と希望される方々へ迅速に対応し、サポートできるよう努めていきたいと思っておりますのでよろ

しくお願いいたします。  

「障害別障害者雇用数の推移及び実雇用率の推

Part２
 

デイケア科   
科長 盛 和夫 

 
 10月3日（土）「やさしい薬～睡眠薬編～（髙橋薬剤師）」「こころを軽くする考え方のコツ（山
田臨床心理士）」と題して、当病院内にて市民公開講座を開催しました。例年より多くの方々にご来
場いただき、参加後アンケートでは「睡眠薬は怖いと思っていたが、安全であることが理解できた」
「認知行動療法を生活に生かしたい」などの意見や「今後も是非参加したい」「最高のプレゼンテー
ションでした」といったあたたかいお声を頂戴し、大好評のうちに終えることができました。今後の
講座開催につきましては、当院ホームページや新聞で随時お知らせしてまいりますので皆様のご参加
お待ちしております   （文責：豊田） 

～ご来場いただきました皆さま 誠にありがとうございました～ 


